
平 成 １ ７ 年 千 葉 県 地 価 調 査 の 概 要 
県土整備部都市計画課 

 

１ 地価調査について 

 （１）地価調査の目的 

    地価調査は、国土利用計画法施行令第９条に基づき、都道府県知事が行う調査

であり、毎年７月１日を基準日として基準地の地価を調査し、その結果を公表 

するものである。 

    この制度は、国の行う地価公示（毎年１月１日実施）とあわせて一般の土地の

取引価格の指標とされるとともに、公共事業用地の買収価格の算定に用いられる

など、適正な地価の形成に寄与することを目的としている。 
 

 （２）調査地点 

    ８８２地点（宅地：８７１地点、林地：１１地点） 

     ［地価公示：１，５３８地点（宅地：１，５３１地点、林地：７地点）］ 
 
 ◎平成１７年地価調査基準地数 

区  分 住宅地 商業地
準工業

地 工業地

調 整

区域内

宅 地

林 地 合 計

継 続 地 点 数 ６７０ １１９ １８ １２ ４２ １１ ８７２

選定替地点数 ５ ４ ― ― １ ― １０

新 設 地 点 数 ― ― ― ― ― ― ―

計 ６７５ １２３ １８ １２ ４３ １１ ８８２

 

 （３）基準日及び公表日 

    ・基準日：平成１７年７月１日 

    ・公表日［県報公告］：平成１７年９月２１日 



２ 全般的な動向 

  ・住宅地・商業地などの全ての用途区分で、平成４年に対前年平均変動率がマイナ

スの２桁台の下落に転じて以来、初めて下落幅がマイナスの１桁台になるなど、前

年と比べ下落幅が大幅に縮小している。 

  ・平成１７年地価調査の全基準地（林地を除く。）に対し、１１．０％の基準地で上

昇や横ばいの地点が現れ、東京圏・東京近接地域を中心に下げ止まりの傾向が広が

りを見せ始めている。 

 （１）全用途の平均変動率は、▲４．７％（前年：▲８．１％）となっており、前年

と比べ３．４ポイント減少しているものの、平成４年から１４年連続してマイナ

スの変動を示している。 

    市川市、浦安市が上昇に転じ、７７市区町村で下落幅が縮小している。 

    なお、県内で全用途の平均変動率が上昇した市町村が現れたのは、平成３年以

来１４年ぶりである。 

 （２）住宅地の平均変動率は、▲４．５％（前年：▲７．６％）となっており、前年

と比べ３．１ポイント減少した。 

    千葉市美浜区、市川市が上昇に転じ、浦安市が前年に引き続き上昇、７５市区

町村で下落幅が縮小している。 

 （３）商業地の平均変動率は、▲４．８％（前年：▲８．９％）となっており、前年

と比べ４．１ポイント減少した。 

    柏市、流山市が上昇に転じ、５３市区町村で下落幅が縮小している。 
※用途別平均変動率                   （単位：％） 

用途 
年 

住宅地 商業地 準工業地 工業地 
調整区域

内宅地 
全用途 
平 均 

平成 17 年 ▲４．５ ▲４．８ ▲６．５ ▲８．５ ▲６．５ ▲４．７ 

平成 16 年 ▲７．６ ▲８．９ ▲１１．０ ▲１３．５ ▲１０．９ ▲８．１ 
 
※用途別平均価格                     （単位：円） 

用途 
年 

住宅地 商業地 準工業地 工業地 調整区域

内宅地 
全用途 
平 均 

平成 17年 ７７，４００ １９１，９００ ５９，８００ ２４，３００ ２７，３００ ９０，０００ 

平成 16年 ７７，１００ １９３，５００ ６３，８００ ２５，０００ ２７，０００ ８８，７００ 



３ 地域別の動向 
 （１）地域別比較 
   ア 住宅地の平均変動率は、３地域とも下落幅を縮小し、東京圏東京近接地域が

▲２．１％（前年：▲４．７％）と下落率が最も小さく、次いで東京圏その他

が▲４．７％（前年：▲８．０％）であり、地方圏が▲７．０％（前年：     

▲１０．４％）と最も下落が大きかったものの、マイナス１桁台の下落幅と   

なっている。 
     なお、市川市、千葉市美浜区で、平均変動率が上昇に転じたのをはじめ、   

浦安市では、上昇率を更に拡大させている。 
     また、基準地では、浦安市の全１０地点、市川市の１８地点、松戸市の５地

点、柏市の４地点など、計４４地点が上昇し、３２地点で横ばいとなっている。 
 
   イ 商業地の平均変動率は、３地域とも下落幅を縮小し、東京圏東京近接地域が

▲２．０％（前年：▲５．９％）と下落が最も小さく、次いで東京圏その他が

▲６．２％（前年：▲１０．９％）であり、地方圏が▲７．５％（前年：     

▲１１．６％）と最も下落が大きかった。 
     なお、流山市が平成２年以来１５年ぶりに、柏市が平成３年以来１４年ぶり

に上昇に転じた。 
     また、基準地では、柏市の２地点、流山市の１地点、計３地点が上昇し、   

１５地点で横ばいとなっている。 
 
 （２）東京圏東京近接地域の動向   ※（ ）は、１６年の変動率 
     他の地域に比べ利便性や収益性に富む東京近接地域は、住宅地で千葉市美浜

区、市川市、浦安市が、商業地で柏市、流山市の平均変動率が上昇となって   

いる。 
   ア 全用途 
      市川市の平均変動率は０．８％（▲２．９％）、浦安市の平均変動率は   

３．６％（０．０％）であり、平成２年以来、１５年ぶりに上昇に転じた。 
      主な市区別の下落幅の大小については、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     流山市  ▲１．４（▲３．６）   緑区   ▲６．３（▲１０．５） 
     松戸市  ▲１．７（▲３．６）   花見川区 ▲４．５（▲５．１） 
     柏市   ▲１．８（▲３．８）   船橋市  ▲３．６（▲６．２） 
     美浜区  ▲２．３（▲４．４）   八千代市 ▲３．３（▲５．７） 
     稲毛区  ▲２．５（▲４．３）   若葉区  ▲３．３（▲８．３） 
 



 
   イ 住宅地 
     市川市の平均変動率は１．３％（▲２．５％）、千葉市美浜区の平均変動率は

０．１％（▲０．９％）と、平均変動率が上昇に転じたのをはじめ、浦安市で

は、４．０％（１．７％）と上昇率を更に拡大させている。 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     松戸市  ▲１．５（▲３．６）   緑区   ▲６．１（▲１０．４） 
     流山市  ▲１．５（▲３．４）   花見川区 ▲４．６（▲５．０） 
     柏市   ▲１．７（▲３．７）   船橋市  ▲３．６（▲５．６） 
     習志野市 ▲２．６（▲４．３）   中央区  ▲３．４（▲８．１） 
     若葉区  ▲２．７（▲６．８）   八千代市 ▲３．０（▲４．８） 
 
   ウ 商業地 
     流山市の平均変動率が２．８％（▲２．３％）で、平成２年以来１５年ぶり

に、また、柏市が０．３％（▲１．６％）で平成３年以来１４年ぶりに上昇に

転じたのをはじめ、花見川区０．０％（▲２．５％）、稲毛区０．０％     

（▲４．５％）及び浦安市０．０％（▲５．２％）の３市区で横ばいとなって

いる。 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     市川市  ▲０．２（▲２．６）   緑区   ▲６．９（▲１０．１） 
     松戸市  ▲１．８（▲３．１）   若葉区  ▲５．０（▲１２．４） 
     中央区  ▲２．０（▲７．９）   八千代市 ▲４．１（▲８．４） 
     美浜区  ▲２．３（▲３．４）   習志野市 ▲３．７（▲３．９） 
 
 （３）東京圏その他の動向 
     主要駅周辺は、都心への通勤圏である。富津市以外の市町村が１桁台の下落

幅であり、全用途、住宅地、商業地ともに、全ての市町村で下落幅が縮小して

いる。 
 
 
 
 
 
 



 
   ア 全用途 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     野田市  ▲２．５（▲５．４）   富津市  ▲１０．４（▲１３．５） 
     成田市  ▲２．８（▲５．８）   木更津市 ▲７．４（▲１３．８） 
     四街道市 ▲３．０（▲６．０）   市原市  ▲７．２（▲１１．０） 
     佐倉市  ▲３．４（▲７．２）   袖ヶ浦市 ▲６．９（▲１０．５） 
     鎌ヶ谷市 ▲３．８（▲８．０）   君津市  ▲６．５（▲１１．４） 
 
   イ 住宅地 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     成田市  ▲２．１（▲３．７）   富津市  ▲１０．２（▲１３．５） 
     野田市  ▲２．３（▲５．５）   木更津市 ▲６．９（▲１３．４） 
     四街道市 ▲２．９（▲５．４）   市原市  ▲６．５（▲９．６） 
     佐倉市  ▲３．０（▲６．４）   君津市  ▲６．４（▲１１．１） 
     酒々井町 ▲３．１（▲５．６）   印旛村  ▲５．２（▲８．７） 
 
   ウ 商業地 
     富里市の平均変動率は、０．０（▲６．３％）で、横ばいとなっている。 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     野田市  ▲２．７（▲４．２）   富津市  ▲１１．６（▲１３．９） 
     佐倉市  ▲４．９（▲７．９）   木更津市 ▲８．０（▲１４．６） 
     印西市  ▲５．１（▲６．３）   鎌ヶ谷市 ▲７．８（▲１４．１） 
     成田市  ▲５．６（▲９．１）   市原市  ▲６．８（▲１０．９） 
     袖ヶ浦市 ▲６．０（▲１３．２）  君津市  ▲６．６（▲１２．３） 
 
 （４）地方圏の動向 
     他圏と比べ下落幅が大きく地価が低いが、前年に比べ下落幅は大きく縮小 

した。全用途、住宅地、商業地ともに、全ての市町村で下落幅が縮小した。 
 
 
 
 
 
 



 
   ア 全用途 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     銚子市  ▲４．１（▲６．３）   大栄町  ▲１１．４（▲１２．９） 
     夷隅町  ▲４．７（▲９．１）   神崎町  ▲１１．２（▲１２．７） 
     八日市場市▲４．８（▲８．２）   蓮沼村  ▲１１．０（▲１４．６） 
     大多喜町 ▲４．９（▲９．４）   九十九里町▲１０．８（▲１４．８） 
     館山市  ▲５．３（▲１０．１）  山武町  ▲１０．７（▲１５．１） 
 
   イ 住宅地 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     銚子市  ▲３．７（▲５．２）   神崎町  ▲１１．４（▲１３．０） 
     大多喜町 ▲４．５（▲９．０）   大栄町  ▲１１．４（▲１２．９） 
     館山市  ▲４．７（▲１０．２）  蓮沼村  ▲１１．０（▲１４．６） 
     夷隅町  ▲４．７（▲９．１）   九十九里町▲１０．９（▲１５．２） 
     佐原市  ▲５．３（▲６．２）   山武町  ▲１０．７（▲１５．０） 
 
   ウ 商業地 
     主な市区別の下落幅の大小は、以下のとおりである。 
      <下落幅小>             <下落幅大> 
     八日市場市▲３．５（▲５．３）   山田町  ▲１１．８（▲１５．５） 
     旭市   ▲４．１（▲４．９）   東庄町  ▲１１．３（▲１３．８） 
     銚子市  ▲４．９（▲９．０）   御宿町  ▲１１．３（▲１４．０） 
     小見川町 ▲５．３（▲９．５）   山武町  ▲１０．８（▲１５．９） 
     松尾町  ▲５．３（▲７．３）   神崎町  ▲１０．３（▲１１．６） 



４．用途別の動向　　　　　　　　

（１）全用途

　ア　変動率がプラスに転じた市区町村

２市（前年：０）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年

浦 安 市 ３．６ ０．０
市 川 市 ０．８ ▲２．９

　イ　変動率５％未満の下落を示した市区町村
２５市区町村（前年：７市区）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
流 山 市 ▲１．４ ▲３．６ 若 葉 区 ▲３．３ ▲８．３ 花 見 川 区 ▲４．５ ▲５．１
松 戸 市 ▲１．７ ▲３．６ 八 千 代 市 ▲３．３ ▲５．７ 夷 隅 町 ▲４．７ ▲９．１
柏 市 ▲１．８ ▲３．８ 佐 倉 市 ▲３．４ ▲７．２ 白 井 市 ▲４．８ ▲７．３
美 浜 区 ▲２．３ ▲４．４ 船 橋 市 ▲３．６ ▲６．２ 八日市場市 ▲４．８ ▲８．２
稲 毛 区 ▲２．５ ▲４．３ 鎌 ヶ 谷 市 ▲３．８ ▲８．０ 大 多 喜 町 ▲４．９ ▲９．４
野 田 市 ▲２．５ ▲５．４ 我 孫 子 市 ▲４．０ ▲６．７
習 志 野 市 ▲２．７ ▲４．３ 酒 々 井 町 ▲４．０ ▲６．７
成 田 市 ▲２．８ ▲５．８ 富 里 市 ▲４．１ ▲８．１
中 央 区 ▲３．０ ▲８．０ 銚 子 市 ▲４．１ ▲６．３
四 街 道 市 ▲３．０ ▲６．０ 印 旛 村 ▲４．２ ▲７．０

　ウ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村

４４市区町村(前年：３５市区町村)
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

印 西 市 ▲５．０ ▲７．６ 君 津 市 ▲６．５ ▲１１．４ 野 栄 町 ▲７．６ ▲８．２
栄 町 ▲５．０ ▲７．４ 小 見 川 町 ▲６．５ ▲９．０ 勝 浦 市 ▲７．８ ▲１２．７
館 山 市 ▲５．３ ▲１０．１ 長 柄 町 ▲６．６ ▲１３．４ 東 庄 町 ▲７．８ ▲１１．４
旭 市 ▲５．４ ▲７．０ 白 浜 町 ▲６．６ ▲１３．０ 睦 沢 町 ▲７．８ ▲１２．７
長 南 町 ▲５．６ ▲１３．１ 茂 原 市 ▲６．７ ▲１１．５ 東 金 市 ▲８．０ ▲１１．１
岬 町 ▲５．７ ▲１０．２ 長 生 村 ▲６．８ ▲１３．９ 八 街 市 ▲８．１ ▲９．８
三 芳 村 ▲５．７ ▲９．２ 鋸 南 町 ▲６．８ ▲８．７ 御 宿 町 ▲８．２ ▲１１．４
佐 原 市 ▲５．８ ▲７．１ 袖 ヶ 浦 市 ▲６．９ ▲１０．５ 横 芝 町 ▲８．４ ▲１０．９
本 埜 村 ▲５．９ ▲１１．３ 富 山 町 ▲６．９ ▲１１．８ 白 子 町 ▲８．４ ▲１２．９
和 田 町 ▲６．１ ▲９．０ 松 尾 町 ▲７．０ ▲１２．０ 光 町 ▲８．５ ▲１０．１
丸 山 町 ▲６．２ ▲９．２ 市 原 市 ▲７．２ ▲１１．０ 芝 山 町 ▲８．６ ▲１０．３
鴨 川 市 ▲６．２ ▲１２．９ 一 宮 町 ▲７．２ ▲１２．０ 多 古 町 ▲８．９ ▲１１．８
富 浦 町 ▲６．２ ▲１０．４ 木 更 津 市 ▲７．４ ▲１３．８ 栗 源 町 ▲９．１ ▲１０．９
緑 区 ▲６．３ ▲１０．５ 大網白里町 ▲７．４ ▲１１．６ 成 東 町 ▲９．８ ▲１１．３
大 原 町 ▲６．４ ▲９．６ 千 倉 町 ▲７．５ ▲１２．９

　エ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村

８市町村（前年：４０市区町村）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

下 総 町 ▲１０．３ ▲１２．２ 九十九里町 ▲１０．８ ▲１４．８
山 田 町 ▲１０．３ ▲１２．４ 蓮 沼 村 ▲１１．０ ▲１４．６
富 津 市 ▲１０．４ ▲１３．５ 神 崎 町 ▲１１．２ ▲１２．７
山 武 町 ▲１０．７ ▲１５．１ 大 栄 町 ▲１１．４ ▲１２．９

　オ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村

０（前年：１町）

　全用途の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ３．４ポイント減少し▲４．７％（前年：
▲８．１％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり９０，０００円で、前年より１，３００円上昇した。
　なお、市区町村別平均変動率は、浦安市、市川市の２市が上昇に転じ、▲５～▲１０％の
ものが４４市区町村と一番多く、▲５％未満は２５市区町村、▲１０～▲１５％未満が８市町村で
あった。



（２）住宅地

　ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地

３市区（前年：１市）　　４４地点（前年：８地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年
浦 安 市 ４．０ １．７
市 川 市 １．３ ▲２．５
美 浜 区 ０．１ ▲０．９

　イ　変動率０％の市区町村及び基準地
０（前年：０）　　　３２地点（前年：６地点）

　ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

２４市区町（前年：９市区）　　　２８９地点（前年：１７９地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
松 戸 市 ▲１．５ ▲３．６ 稲 毛 区 ▲３．０ ▲４．２ 銚 子 市 ▲３．７ ▲５．２
流 山 市 ▲１．５ ▲３．４ 佐 倉 市 ▲３．０ ▲６．４ 富 里 市 ▲４．０ ▲６．０
柏 市 ▲１．７ ▲３．７ 八 千 代 市 ▲３．０ ▲４．８ 白 井 市 ▲４．２ ▲６．８
成 田 市 ▲２．１ ▲３．７ 酒 々 井 町 ▲３．１ ▲５．６ 印 西 市 ▲４．５ ▲６．７
野 田 市 ▲２．３ ▲５．５ 鎌 ヶ 谷 市 ▲３．２ ▲７．１ 大 多 喜 町 ▲４．５ ▲９．０
習 志 野 市 ▲２．６ ▲４．３ 中 央 区 ▲３．４ ▲８．１ 花 見 川 区 ▲４．６ ▲５．０
若 葉 区 ▲２．７ ▲６．８ 我 孫 子 市 ▲３．５ ▲５．９ 館 山 市 ▲４．７ ▲１０．２
四 街 道 市 ▲２．９ ▲５．４ 船 橋 市 ▲３．６ ▲５．６ 夷 隅 町 ▲４．７ ▲９．１

　エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

４４市区町村（前年：３８市区町村）　　２６５地点（前年：２９４地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
袖 ヶ 浦 市 ▲５．０ ▲８．５ 富 浦 町 ▲６．２ ▲１０．４ 野 栄 町 ▲７．６ ▲８．２
栄 町 ▲５．０ ▲５．１ 丸 山 町 ▲６．２ ▲９．２ 東 金 市 ▲７．７ ▲１０．０
印 旛 村 ▲５．２ ▲８．７ 君 津 市 ▲６．４ ▲１１．１ 勝 浦 市 ▲７．７ ▲１２．０
佐 原 市 ▲５．３ ▲６．２ 市 原 市 ▲６．５ ▲９．６ 一 宮 町 ▲７．７ ▲１１．８
岬 町 ▲５．４ ▲１０．０ 長 柄 町 ▲６．６ ▲１３．４ 睦 沢 町 ▲７．８ ▲１２．７
八日市場市 ▲５，５ ▲８．８ 白 浜 町 ▲６．６ ▲１３．０ 八 街 市 ▲７．９ ▲９．７
旭 市 ▲５．５ ▲７．４ 長 生 村 ▲６．８ ▲１３．９ 横 芝 町 ▲８．０ ▲１０．９
長 南 町 ▲５．６ ▲１３．０ 富 山 町 ▲６．８ ▲１１．７ 白 子 町 ▲８．０ ▲１２．７
三 芳 村 ▲５．７ ▲９．２ 鋸 南 町 ▲６．８ ▲８．０ 芝 山 町 ▲８．３ ▲９．９
大 原 町 ▲５．８ ▲８．９ 木 更 津 市 ▲６．９ ▲１３．４ 光 町 ▲８．５ ▲１０．１
小 見 川 町 ▲６．０ ▲７．２ 大網白里町 ▲６．９ ▲１０．６ 多 古 町 ▲８．７ ▲１０．８
緑 区 ▲６．１ ▲１０．４ 東 庄 町 ▲７．０ ▲９．９ 栗 源 町 ▲９．１ ▲１０．９
鴨 川 市 ▲６．１ ▲１２．６ 千 倉 町 ▲７．２ ▲１２．４ 成 東 町 ▲９．４ ▲１１．６
和 田 町 ▲６．１ ▲９．０ 松 尾 町 ▲７．４ ▲１３．２ 山 田 町 ▲９．９ ▲１１．６
茂 原 市 ▲６．２ ▲９．９ 御 宿 町 ▲７．５ ▲１０．８

     

　オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

７市町村（前年：３３市区町村）　　　４０地点（前年：１８７地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

富 津 市 ▲１０．２ ▲１３．５ 蓮 沼 村 ▲１１．０ ▲１４．６
下 総 町 ▲１０．３ ▲１２．２ 神 崎 町 ▲１１．４ ▲１３．０
山 武 町 ▲１０．７ ▲１５．０ 大 栄 町 ▲１１．４ ▲１２．９
九十九里町 ▲１０．９ ▲１５．２

　　

　カ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

０（前年：２町）　　　　　　０地点（前年：２１地点）

　住宅地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ３．１ポイント減少し▲４．５％ (前年：
▲７．６％) となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり７７，４００円で、前年より３００円上昇した。
　なお、浦安市住宅地の全基準地１０地点、市川市住宅地の基準地１８地点、松戸市住宅地の
基準地５地点、つくばエクスプレス関連で流山市住宅地の基準地１地点（流山ー１１：南流山４丁
目）など、全県住宅地の基準地４４地点で上昇に転じた。



（３）商業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地
２市（前年：０）　　　３地点（前年：１地点）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年
流 山 市 ２．８ ▲２．３
柏 市 ０．３ ▲１．６

   イ　変動率が０％の市区町村及び基準地

４市区（前年：０）　　　１５地点（前年：０）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

花 見 川 区 ０．０ ▲２．５ 浦 安 市 ０．０ ▲５．２
稲 毛 区 ０．０ ▲４．５ 富 里 市 ０．０ ▲６．３

   ウ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地
１２市区（前年：１０市区）　　　　４１地点（前年：２６地点）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
市 川 市 ▲０．２ ▲２．６ 野 田 市 ▲２．７ ▲４．２ 八 千 代 市 ▲４．１ ▲８．４
松 戸 市 ▲１．８ ▲３．１ 船 橋 市 ▲３．２ ▲７．２ 旭 市 ▲４．１ ▲４．９
中 央 区 ▲２．０ ▲７．９ 八日市場市 ▲３．５ ▲５．３ 佐 倉 市 ▲４．９ ▲７．９
美 浜 区 ▲２．３ ▲３．４ 習 志 野 市 ▲３．７ ▲３．９ 銚 子 市 ▲４．９ ▲９．０

   エ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

２９市区町（前年：１５市区町）　　　３９地点（前年：３８地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
若 葉 区 ▲５．０ ▲１２．４ 茂 原 市 ▲６．４ ▲１２．５ 富 山 町 ▲７．１ ▲１２．５
印 西 市 ▲５．１ ▲６．３ 君 津 市 ▲６．６ ▲１２．３ 鎌 ヶ 谷 市 ▲７．８ ▲１４．１
小 見 川 町 ▲５．３ ▲９．５ 鴨 川 市 ▲６．６ ▲１４．０ 勝 浦 市 ▲７．９ ▲１４．８
松 尾 町 ▲５．３ ▲７．３ 岬 町 ▲６．７ ▲１１．０ 木 更 津 市 ▲８．０ ▲１４．６
一 宮 町 ▲５．５ ▲１３．１ 市 原 市 ▲６．８ ▲１０．９ 東 金 市 ▲９．０ ▲１４．７
成 田 市 ▲５．６ ▲９．１ 大 多 喜 町 ▲６．８ ▲１０．９ 千 倉 町 ▲９．０ ▲１５．０
大網白里町 ▲５．９ ▲１２．１ 緑 区 ▲６．９ ▲１０．１ 多 古 町 ▲９．４ ▲１１．１
袖 ヶ 浦 市 ▲６．０ ▲１３．２ 鋸 南 町 ▲６．９ ▲１１．３ 八 街 市 ▲９．５ ▲１０．２
我 孫 子 市 ▲６．２ ▲１０．３ 佐 原 市 ▲７．０ ▲８．８ 横 芝 町 ▲９．８ ▲１０．９
栄 町 ▲６．３ ▲９．１ 館 山 市 ▲７．１ ▲１１．４

 
  オ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

９市町（前年：３１市区町）　　　　１１地点（前年：５１地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

成 東 町 ▲１０．０ ▲１０．０ 神 崎 町 ▲１０．３ ▲１１．６ 御 宿 町▲１１．３ ▲１４．０
白 子 町 ▲１０．０ ▲１３．６ 山 武 町 ▲１０．８ ▲１５．９ 富 津 市▲１１．６ ▲１３．９
大 原 町 ▲１０．０ ▲１４．０ 東 庄 町 ▲１１．３ ▲１３．８ 山 田 町▲１１．８ ▲１５．５

   カ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

０市区町村（前年：３町）　　　０地点（前年：７地点）

   キ　２０％以上の下落を示した市区町村及び基準地

０（前年：０）　　　０地点（前年：１地点）

　商業地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ４．１ポイント減少し▲４．８％（前年：
▲８．９％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり１９１，９００円で、前年より１，６００円下落した。
　なお、柏市商業地の基準地２地点（柏５－４、柏５－１）、流山市商業地の基準地１地点（流山
５－１）で上昇に転じた。



（４）準工業地

   ア　変動率が上昇した市区町村及び基準地
１市（前年：０）　　　１地点（前年：０）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年
浦 安 市 ２．８ ▲１２．１

   イ　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

６市区（前年：１市）　　７地点（前年：１地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

柏 市 ▲１．８ ▲５．９ 船 橋 市 ▲３．１ ▲７．３ 鎌 ヶ 谷 市 ▲４．９ ▲８．０
花 見 川 区 ▲３．１ ▲５．８ 富 里 市 ▲４．４ ▲４．９ 銚 子 市 ▲４．９ ▲７．９

   ウ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

４市区（前年：８市区）　　６地点（前年：８地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

館 山 市 ▲５．７ ▲９．０ 木 更 津 市 ▲８．２ ▲１４．５

君 津 市 ▲８．１ ▲１６．４ 美 浜 区 ▲８．６ ▲１１．２

   エ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

４市町（前年：４市区町）　　４地点（前年：５地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

九十九里町 ▲１０．３ ▲１２．７ 袖ヶ浦市 ▲１１．７ ー
市原市　　　▲１０．７ ▲１７．０ 茂原市 ▲１２．１ ▲１５．４

　 　
   オ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び基準地
０（前年：３市）　　　０地点（前年：５地点）

（５）工業地

   ア　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

１市（前年：０）　　　１地点（前年：０）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年

八日市場市 ▲２．４ ー

   イ　５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地
７市区町（前年：１区）　　７地点（前年：０）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
市 川 市 ▲５．０ ▲１３．８ 東 金 市 ▲７．４ ▲１０．０ 小 見 川 町 ▲９．８ ▲１５．３
美 浜 区 ▲６．０ ▲１３．８ 多 古 町 ▲９．１ ▲１５．４

船 橋 市 ▲７．０ ▲１２．０ 花 見 川 区 ▲９．６ ▲８．８

　準工業地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ４．５ポイント減少し▲６．５％
（前年：▲１１．０％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり５９，８００円で、前年より４，０００円下落した。
　なお、浦安市準工業地で、平成３年以来１４年ぶりに上昇に転じた。

　工業地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ５ポイント減少し▲８．５％（前年：
▲１３．５％）となっている。
　平均価格は、1平方メートル当たり２４，３００円で、前年より７００円下落した。



　 ウ　１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地

４市町（前年：７市区町）　　　　４地点（前年：７地点）
［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年

芝 山 町 ▲１０．０ ▲１２．３ 袖 ヶ 浦 市 ▲１１．１ ▲１５．６
成 東 町 ▲１０．８ ▲１１．１ 市 原 市 ▲１３．６ ▲２１．４

 　　 

 　エ　１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び基準地

０（前年：４市町）　　　　　０地点（前年：４地点）
　　　 　

　 エ　２０％以上の下落を示した市区町村及び基準地

０（前年：１市）　　　０地点（前年：１地点）

（６）調整区域内宅地

   ア　５％未満の下落を示した市区町村及び基準地
８市町村（前年：０）　　１３地点（前年：１地点）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
市 川 市 ▲１．２ ー 印 旛 村 ▲３．８ ▲６．２ 佐 倉 市 ▲４．８ ▲９．２
野 田 市 ▲３．４ ▲５．５ 四 街 道 市 ▲４．２ ▲６．７ 松 戸 市 ▲４．９ ▲５．８

　　　 栄 町 ▲３．７ ▲８．５ 流 山 市 ▲４．６ ▲５．６

   イ　変動率５％以上１０％未満の下落を示した市区町村及び基準地
１５市区町村（前年：１４市町村）　　　２３地点（前年：２３地点）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
若 葉 区 ▲５．０ ▲１２．８ 君 津 市 ▲６．３ ▲８．６ 白 井 市 ▲７．４ ▲９．６
成 田 市 ▲５．５ ▲１１．２ 柏 市 ▲６．５ ▲８．６ 酒 々 井 町 ▲７．５ ▲１１．１

　　　 船 橋 市 ▲５．９ ▲７．６ 八 千 代 市 ▲６．５ ▲１５．４ 富 里 市 ▲８．２ ▲１４．８
本 埜 村 ▲５．９ ▲１１．３ 我 孫 子 市 ▲６．５ ▲８．０ 木 更 津 市 ▲８．３ ▲１３．４
緑 区 ▲６．３ ▲１１．１ 印 西 市 ▲７．４ ▲１４．６ 大網白里町 ▲９．２ ▲１５．２

   ウ　変動率１０％以上１５％未満の下落を示した市区町村及び基準地
３市（前年：１１市区町村）　　　　６地点（前年：１９地点）

［市区町村別内訳］ H１７年 H１６年 H１７年 H１６年 H１７年 H１６年
袖ヶ浦市 ▲１０．０ ▲１２．６ 市原市 ▲１０．１ ▲１３．６ 富津市 ▲１１．３ ▲１３．１

　
   エ　変動率１５％以上２０％未満の下落を示した市区町村及び基準地
０（前年：２市町）　　　　　　０地点（前年：６地点）

（７）林地

　　　調査市町及び地点数　　　8市３町　　１１地点

　　　　　　館山市、佐原市、八日市場市、勝浦市、市原市、鴨川市、君津市、富津市 、

       　　 山武町、長南町、大原町・・・・各１地点

　調整区域内宅地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ４．４ポイント減少し
▲６．５％（前年：▲１０．９％）となっている。
　平均価格は、１平方メートル当たり２７，３００円で、前年より３００円上昇した。

　林地の県平均変動率は、平成１６年地価調査に比べ９．８ポイント減少し▲１２．２％（前年：
▲２２．０％）となっている。
　平均価格は、１０アール当たり２９４，８００円で、前年より５，４００円下落した。


